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人材不足や少子高齢化の煽りを受ける廃棄物業界

2人材確保と同時に業務効率化を図る
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■廃棄物業界の現状

⚫ 回収を担当するドライバーや従業員が減少し、事業を縮小する企業が増加している。

→（例）2020年10月より、京都市内の安田産業株式会社が同市内の有限会社カネムラを買収しグループ化。

⚫ 後継者不足により従業員が高齢化、新入社員や若手社員の確保が課題となっている。

⚫ 人材確保と事業継続の為、廃棄物処理費用は増加の一途を辿る。

→（例）2020年1月～3月期間で、全国62市区町村での処理費を改定。

◼ 人材の確保が経営上の課題の1つ

画像：写真AC 出典：公益社団法人全国産業資源循環連合会、「産業廃棄物処理業景況動向調査」を基に筆者作成

◼ 廃棄物業界における経営上の問題点（アンケート回答比率）
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人の手からシステムへ

3地域分散した事業者は、設備投資する資本が不足
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◼ 限られたリソースを最大限活用しながら、事業の継続を支えるIT技術（事例）

⚫ 車両の運行情報をクラウド管理することで、蓄積データから効率的な回収ルートと最適な人材配置を図る。

⚫ AIシステムによる自動配車で、人手を割いて作成していた回収計画を自動化。

⚫ 廃棄物の計量データをクラウド管理し、伝票を自動発行。

『廃棄物処理業に携わる企業は中小零細企業が

多く、最大手でも売上高は約500億円である。

（中略）さらに企業数全体の99％以上が従業

員数100人以下の中小零細企業で構成されてい

る業界となっている。その為、設備投資を行う

資本の不足やメリット享受しづらい環境で事業

を行うケースも少なくない。』

◼ IT技術を利用した配車の効果予測

出典：東京都「持続可能な資源利用」報告書 引用：環境省「廃棄物処理実態調査業務報告書」より

◼ IT技術の導入のハードル

こういった背景から、技術の進歩による生産性

の向上が図れる一方で、業界全体の底上げには

直結していない状況となっている。



業界再編によりIT技術導入が進む廃棄物業界

4業界再編の動きは今後さらに活発化が見込まれる

Confidential information. Unauthorized use, reprinting, or reproduction is strictly prohibited. Satisfactory Group All Rights Reserved.

◼ 企業買収による業界再編の潮流

⚫ 日本に限らず業界の大手企業が、人材不足の課題を抱える同業他社を買収する事案が増加傾向にある。

→（例）仏の公共事業会社ヴェオリアが、同国の廃棄物処理会社Suezグループを買収し、売上高5兆円超企業が誕生。

⚫ 買収する側は事業地域などの拡大を図り、買収される側は外部資本により設備投資しやすくなる。

◼ 国内事例

参考：循環経済新聞、環境新聞、日経産業新聞、日本経済新聞

株式会社レックス

（ 2016年）

関西を拠点に再資源化を行うマルサン、

リマテック、関西再資源ネットワークの

3社は、各社の営業部門を分離統合し、

新会社で各社の営業業務及び請求業務、

新たな資源循環サービスを行う。レック

スグループは300億円規模となる。

株式会社アール・ユー・エヌ

（2017年）

スズトクHD、マテック、やまたけ、青

南商事の4社は合弁事業契約を締結。各

社25%ずつ出資し、合弁会社を設立し

て共同事業を展開。東日本の5割のシェ

アを持つ金属資源リサイクル、年間700

億円規模から数割を移管する。

一般廃棄物業界

（京都市）

京都市内の大手処理企業が組合内の零細

企業を買収する事案が増えている。再編

後は大きな資本を基に、自社システムの

開発や外部IT技術の導入に注力し、持

続可能な事業構築を進めている。技術導

入だけではなく、業務のアウトソースに

よる人材不足補填の動きも活発化してい

る。



（参考・補足）廃棄物業界の変化と今後の潮流

5

Confidential information. Unauthorized use, reprinting, or reproduction is strictly prohibited. Satisfactory Group All Rights Reserved.

● SDGｓへの関心の高まりから、排出事業者も廃棄物の適正処理に注力している。

● 排出事業者は自社の廃棄物を管理する為、契約書面の電子化や情報共有システムの導入を進めている。

● 廃棄物処理業者も、顧客から求められる情報の管理・分析・提供にIT技術を導入検討している。

◼ 顧客ニーズの多様化に応えていく為に変化する業界

◼ 廃棄物管理会社の役割とは

● 廃棄物処理におけるニーズが多様化する中、排出事業者と処理企業との効果的なマッチングが非常に重要。

● 管理会社は排出事業者の要望を集約しつつ、処理会社との情報交換により先進的な取り組みのサポートを行う。

● 廃棄物業界が抱える人材不足や高齢化といった課題にも、業務のアウトソーシングを請け負うことで貢献する。
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